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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中小企業が企業内外の組織横断管理を行うために必要なビジネス・プロセ
スの管理モデルとITによるソフトウェアの開発を行うところにある。本研究では、プロセス管理の成果を見ながら次の
レベルに進むプロセス管理の方法論をモデル化し、さらにプロセス構築の成果を見ながらプロセスをトップレベルから
段階的に展開していく「ドリルダウン」アプローチによるソフトウェアの開発を行った。一方、本研究のプロセス管理
モデルは、中小企業でパイロットテストが行われ、企業への適用可能性を高めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop the model which manages a business proc
ess required in order to carry out organization crossing management of the inside and outside of a small a
nd medium-sized company, and to develop the software for process management. In this research, the methodo
logy of the process management which progresses to the following level based on the result of process mana
gement was built up. Furthermore, the software by "drilldown" approach which deploys the process gradually
 from the top level by looking at the result of process construction was developed. On the other hand, the
 pilot test in the SMEs about the process management model of this research was done, and the application 
possibility to the company was increased.
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１．研究開始当初の背景 
最近の競争激化に伴う顧客対応へのスピ

ード化、IT 革新に伴う情報共有、コントロー

ル領域の拡大のような環境変化により、ビジ

ネス・プロセス管理に関する関心は高まって

いる。特に、競争激化に伴う顧客の交渉力の

増大による「経営側からの要請」と IT 革新

に伴う情報共有とコントロール領域の拡大

による「IT 革新による支援」のような環境変

化によりプロセス管理の必要性が認識され

ている。このような背景により 21 世紀に入

ってからその研究の必要性が台頭し、IT革新

もあって研究およびソフトウェア開発が盛

んになってきた。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中小企業が企業内外の組

織横断管理を行うために必要な業績管理モ

デルと IT 構築の方法論を明らかにするとこ

ろにある。組織横断の業務管理には ERP のよ

うな既存の IT では対応できないため、新た

な IT 構築が必要であり、組織横断の業務管

理方法論の確立が課題になっている。しかし、

中小企業はその構築のための資金不足や人

材不足の制約と業務管理方法論の不在によ

り、必要性は認識しているが、実行はむずか

しい状況におかれている。したがって、本研

究では「正しい」より「やさしい」ビジネス・

プロセス管理を目指し、ビジネス・プロセス

の管理モデルと IT によるプロット・タイプ

のソフトウェアの開発を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は中小企業を対象とした BPM

（Business Process Management）モデル構

築に関する研究であるため、中小企業の実態

に合わせてプロセスの管理と構築を段階的

に推進し成果が得られるようにする必要が

ある。参考になるモデルとしては Carnegie 

Mellon 大 学 の Software Engineering 

Instituteが1987年に開発したプロセス評価

モデルである Capability Maturity Model 

Integrated（CMMI）があり、それを修正して

中小企業用のプロセスの管理・構築の概念モ

デルとして築き上げる。具体的には①中小企

業向けのプロセス管理方法論としての「段階

的なプロセス管理論」の研究、②中小企業向

けのプロセス構築方法論としての「シンプル

で容易な IT ツール開発」の研究、③中小企

業でのパイロット・テストによるモデルの修

正になる。 

 

４．研究成果 

 研究はほぼ研究計画通りに進められた。3年

間の研究成果を項目別に要約すると次の通

りである。 

⑴中小企業向けのプロセス管理方法論とし

ての「段階的なプロセス管理論」の研究 

プロセス管理方法論の研究は、中小企業を

想定しているため、まず受注から引渡までの

基幹部門間のバリューチェーンの管理方法

のあり方をモデル化し、さらにバリューチェ

ーンを支援する間接部門の管理方法のあり

方をモデルに取り入れる段階的なプロセス

管理モデルの構築研究であった。特に、プロ

セス管理モデルでは、プロセスを制御する管

理単位としてイベントという概念を創案し、

イベントを管理する業績尺度として時間・コ

スト・キャパシティが測定できるようなモデ

ル構造を作り上げた。このような業績尺度を

使う最近の研究動向に「時間主導型活動基準

原価計算（ Time Driven Activity Based 

Costing：TD-ABC）」があり、当研究のモデル

がTD-ABCをさらに発展させることができた。 

⑵中小企業向けのプロセス構築方法論とし

ての「シンプルで容易な IT ツール開発」の

研究 

IT ツールの開発に関する研究では、一連の

業務プロセスを記述して実行するためのツ

ールとして、“SCRUM”と名づけたソフトウェ

アを開発した。“SCRUM”では、IT ツール上の

一つの構築単位である CELL をプロセス管理



単位と一体化させ、多数の CELL により構成

される「Process」が容易に構築・管理でき

るようにした。 

⑶中小企業でのパイロット・テストによるモ

デルの修正 

パイロット・テストによるモデル修正は、

山形県のある中小企業の協力により行った。

平成25年度の後半になってから行われたため

、時間的には不十分ではあったが、現場の諸

事情が反映できるようにモデルの構造を修正

することができた。 
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